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科目名 
 

保育内容（環境） 

対象学科・学年 
  文学部教福2回生  
 教育教福2回生  
   
  
  

担当者 
 小谷 卓也 

長瀬 美子 

授業テーマ 
 「身近なものへの関心」を育成する 
授業の概要と目標 
 子どものまわりに存在するもの全てが「環境」であるといわれます。幼児は、環境を通して様々なことを学び、心身ともに発

達します。本講義では、物的･人的環境の変化や重要性について学ぶとともに、幼児の身近に存在するいろいろなものを、どの

ように保育に生かすかについても考えます。加えて、自然の素材を用いて、素材の収集から保育計画の作成にいたる一連の流れ

も実際に経験します。 

評価方法 
 ・レポートにより評価します。 
 ・授業時間の提出物（レポート等）は、評価の際に考慮します。 

テキスト 
 なし 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
 講議時に紹介します。 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

 
 第  1回  オリエンテーション              本講義の進め方について 
 
第  2回  子どもを取り巻く環境の変化（１） 
 
第  3回  子どもを取り巻く環境の変化（２） 
 
第  4回  幼稚園教育要領における領域「環境」（１）   領域のねらい 
 
第  5回  幼稚園教育要領における領域「環境」（２）   具体的な内容 
 
第  6回  代表的な保育内容（１） 
 
第  7回  代表的な保育内容（２） 
 
第  8回  自然の素材を用いた保育内容づくり（１）    素材収集と準備 
 
第  9回  自然の素材を用いた保育内容づくり（２）    素材収集と準備 
 
第1 0回  自然の素材を用いた保育内容づくり（３）    保育計画の作成 
 
第1 1回  自然の素材を用いた保育内容づくり（４）    実施（発表）と相互評価 
 
第1 2回  幼児の発達と物的環境（１） 
 
第1 3回  幼児の発達と物的環境（２） 

 
第1 4回  幼児の発達と人的環境             保育者が果たす役割 
 
第1 5回  まとめ 

 


